
総合的な学習（探究）の時間



探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的
な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、
自己の生き方を考えていくための資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に
必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる
概念を形成し、探究的な学習のよさを理解する
ようにする。

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自
分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、
まとめ・表現することができるようにする。

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むと
もに、互いのよさを生かしながら、積極的に社
会に参画しようとする態度を養う。

１ 総合的な学習の時間の目標

小学校学習指導要領(平成29年告示)
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総合的な学習の時間で育成することを目指す資質・能力

小(中)学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編(平成29年６(７)月：文部科学省)

１ 総合的な学習の時間の目標



(1)総合的な学習の時間におけ

る探求的な、見方・考え方

(2)総合的な学習の時間の単元

の指導計画

(3)探究的な学習の過程

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



(1)総合的な学習の時間における、探究的な見方・考え方

探究的な見方・考え方を働かせるということは、
「探究的な学習」を一層充実させること

小(中)学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編(平成29年６(７)月：文部科学省)

各教科等における見方・考え方を総合的に活用するとともに、

広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の

課題を探究し、自己の生き方を問い続けることであると言える。

この探究的な見方・考え方は、各教科等の見方・考え方を活用

することに加えて、「俯瞰して対象を捉え、探究しながら自己

の生き方を問い続ける」という、総合的な学習の時間に特有の

物事を捉える視点や考え方

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



■日常や社会
に目を向け、
児童生徒が自
ら課題を設定
する。

■探究の過程を経由する。
①課題の設定
②情報の収集
③整理・分析
④まとめ・表現

■自らの考えや課
題が新たに更新さ
れ、探究の過程が
繰り返される。

課題の設定の段階で体験活動を位
置付けるなどして、児童生徒が自ら
の考えや課題が新たに更新され、探
究の過程が繰り返されるように単元
の指導計画を工夫・改善

主体的・対話
的で深い学び
の実現に向け
た授業改善

(2)総合的な学習の時間の単元の指導計画

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）を基に作成

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



(3)探究的な学習の過程

学習過程 学習活動

①【課題の設定】
体験活動などを通して、課題を設定し
課題意識を高もつ

②【情報の収集】
必要な情報を取り出したり収集したり
する

③【整理・分析】
収集した情報を、整理したり分析した
りして思考する

④【まとめ・表現】
気付きや発見、自分の考えなどをまと
め、判断し、表現する

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



○ 人、社会、自然に直接関わる体験活動を重視し、学習対象と
の関わり方や出合わせ方などを工夫すること

○ 事前に生徒の発達や興味・関心を適切に把握すること
○ これまでの生徒の考えとの「ずれ」や「隔たり」、対象への
「憧れ」や「可能性」を感じさせるように工夫すること

①課題の設定

児童生徒が自ら課題をもつためには、教師が意図的な働きかけをするこ
とが重要である。
例えば、人、社会、自然に直接関わる体験活動においても、学習対象と

の関わり方や出合わせ方などを、教師が工夫する必要がある。

(3)探究的な学習の過程

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）を基に作成

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



①課題の設定

(3)探究的な学習の過程

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）を基に作成

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



○ 学習活動によって「数値化した情報」、「言語化した情報」、
「感覚的な情報」など、収集できる情報の違いがあることを意
識すること

○ 課題解決のための情報の収集を自覚的に行うこと
○ 収集した情報を適切な方法で蓄積すること
○ 各教科等で身に付けた資質・能力を発揮して情報を収集する
こと

②情報の収集

(3)探究的な学習の過程

設定した課題を基に、児童生徒は、観察、実験、見学、調査、探索、追
体験などを行い、課題の解決に必要な情報を収集する。
情報を収集する活動は、そのことを児童生徒が自覚的に行う場合と無自

覚に行っている場合とがあるが、情報を収集する場合にも体験活動は重要
である。

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）を基に作成

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



③整理･分析

(3)探究的な学習の過程

①児童生徒自身が情報を吟味すること
②どのような方法で情報の整理や分析を行うのかを決定すること
※「考えるための技法」を用いた思考を可視化する思考ツールの
活用や各教科等との関連を図ることを意識する

児童生徒は、収集した情報を比較したり、分類したり、関連付けたりし
て情報内の整理を行う。
このことこそ、情報を活用した活発な思考の場面であり、こうした学習

活動を適切に位置付けることが重要である。

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）を基に作成

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



○ 相手意識や目的意識を明確にし
てまとめたり、表現したりすること

○ 情報を再構成し、自分自身の考
えや新たな課題を自覚できるように
すること

○ 伝えるための具体的な方法を身
に付け、目的に応じて選択して使え
るようにすること

○ 各教科等で身に付けた表現方法
を積極的に活用すること

④まとめ・表現
（3)探究的な学習の過程

まとめ・表現することで、学習として質的な高まりが得られ、深まりの
ある探究的な学習の実現につながる。

【実践例：学習活動の振り返りカード】

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編（令和３年３月)、中学校編（令和４年３月） 文部科学省）を基に作成

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



・探究のプロセス（①課題の設定②情報の
収集③整理・分析④まとめ・表現）の中で、探
究的な味方・考え方を働かせることを通して、
「知識及び技能」、「思考力、判断力、表
現力等」、「学びに向かう力、人間性等」
を育成すること。

・教科横断的な視点で、各教科等で身に付けた
知識・技能を積極的に活用すること。

２ 総合的な学習の時間における単元づくり



第５学年「市電の走る街」～市電の今・昔・未来は？～

次の課題へ

課題の設定 情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

【小学校】

３ まとめ



３ まとめ

第２学年「地域のすばらしさと問題点、自分たちの
生活とのかかわりをさぐろう」

課題の設定

整理・分析まとめ・表現

情報の収集

次の課題へ

【中学校】



【小学校（総合的な学習の時間】

参考資料

【中学校（総合的な学習の時間】 【高等学校（総合的な探究の時間】

○高等学校教育課程編
成・実施の手引



参考資料

【教員研修動画】校内研修パッケージ

○「総合的な探究の時間」
教員研修動画


